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「
拾
華
微
笑
」
の
話
は
、
禅
宗
の
始
ま
り
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
禅
宗
の
中
で
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
こ
の
「
拍
華
微
笑
」
の
話
が
禅
思
想
の

胎
動
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
歴
代
多
く
の
禅
僧
が
こ
の
「
枯
華
微
笑
」
の
話
を
め
ぐ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
こ

の
「
拍
華
微
笑
」
の
話
を
め
ぐ
り
、
全
く
相
反
す
る
二
つ
の
思
想
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
道
元
の
場
合
は
従
来
理
解
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
流
れ
と
は
全
く
異
な
る
〈
も
う
一
つ
の
流
れ
〉
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
筆
者
の
現
段
階
の

見
解
を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
専
門
家
か
ら
忌
慣
の
な
い
ご
批
判
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

F
h
U
 

A
斗命

ま
ず
出
典
か
ら
考
察
を
進
め
よ
う
。

「
拍
華
微
笑
」
話
の
出
典
は
、
偽
経
と
さ
れ
る
『
大
発
天
王
問
仏
決
疑
経
』
「
枯
華
品
」
に
あ
り
、
以
下
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

爾
時
、
裟
婆
世
界
主
大
発
玉
、
名
目
方
慶
、
以
三
千
大
千
世
界
成
就
之
根
、
妙
法
蓮
金
光
明
大
婆
羅
華
、
捧
之
上
(
稗
迦
牟
尼
)
悌
。
(
中

略
)
爾
時
、
如
来
坐
此
賓
座
、
受
此
蓮
華
、
無
説
無
言
、
但
拍
蓮
華
、
入
大
曾
中
、
八
高
四
千
人
天
。
時
、
大
衆
皆
止
黙
然
。
於
時
、
長
老

摩
詞
迦
葉
、
見
悌
拾
華
示
衆
悌
事
、
即
今
廓
然
、
破
顔
微
笑
。
悌
即
告
言
、
是
也
。
我
有
正
法
眼
臓
、
浬
繋
妙
心
、
賓
相
無
相
、
微
妙
法
門
、

不
立
文
字
、
教
外
別
惇
、
線
持
任
持
、
凡
夫
成
悌
、
第
一
義
諦
、
今
方
付
属
摩
詞
迦
葉
。
言
己
、
黙
然
(
括
弧
内
は
引
用
者
。
『
日
続
蔵
経
』
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八
七
巻
、
九
七
六
頁
)

要
点
を
要
約
す
る
と
、
あ
る
日
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
霊
鷲
山
で
説
法
し
て
い
た
が
、
方
広
と
言
う
名
の
大
発
天
王
か
ら
ひ
と
枝
の
蓮
花
を
受
け
取

り
、
そ
れ
を
拾
っ
て
会
場
の
人
々
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
弟
子
摩
詞
迦
葉
が
そ
の
意
を
悟
っ
て
、
に
っ
こ
り
と
微
笑
ん
だ
。
そ
れ
を
見
た
釈
迦
牟
尼

仏
は
、
「
五
回
れ
に
正
法
眼
蔵
、
浬
繋
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
の
法
門
あ
り
、
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
総
持
任
持
、
凡
夫
成
仏
、
第
一
義
諦
、

今
方
に
摩
詞
迦
葉
に
付
嘱
す
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

『
大
発
天
王
問
仏
決
疑
経
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
ま
た
、
こ
の
「
枯
華
微
笑
」
の
話
の
真
偽
に
つ
い
て
も
、
古

来
、
禅
林
の
間
で
問
題
視
さ
れ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宋
代
の
智
昭
の
『
人
天
眼
目
』
第
五
「
宗
門
雑
録
」
に
よ
る
と
、
王
荊

公
(
王
安
石
)
と
仏
慧
泉
禅
師
と
の
会
話
で
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。

王
荊
公
問
悌
慧
泉
禅
師
云
、
諦
家
所
謂
世
尊
拍
花
、
出
在
何
典
。
泉
云
、
蔵
経
亦
不
載
。
公
目
、
余
頃
在
翰
苑
、
偶
見
大
発
天
王
問
傍
決
疑

経
三
巻
。
因
閲
之
、
経
文
所
載
甚
詳
。
発
王
至
霊
山
、
以
金
色
波
羅
花
献
悌
、
含
身
為
床
座
、
請
悌
為
衆
生
説
法
。
世
尊
登
座
拍
花
示
衆
、

人
天
百
高
、
悉
皆
同
措
。
濁
有
金
色
頭
陀
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、
吾
有
正
法
眼
蔵
、
浬
繋
妙
心
、
賓
相
無
相
、
分
付
摩
詞
大
迦
葉
。
此
経

多
談
帝
王
事
悌
請
問
、
所
以
秘
蔵
、
世
無
関
者
(
『
大
正
蔵
』
四
八
巻
、
三
二
五
頁
中
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
拍
華
微
笑
」
の
出
典
を
問
わ
れ
た
仏
慧
泉
禅
師
が
、
こ
の
経
は
「
蔵
経
に
は
亦
た
載
せ
ず
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
王
安
石
は
「
余
頃
ろ
翰
院
に
在
り
て
、
大
発
天
王
問
仏
決
疑
経
三
巻
を
見
る
。
因
み
て
之
れ
を
閲
す
る
に
、
経
文
に
載
す
る
所
甚
だ
詳
な

り
」
と
い
う
。
ま
た
、
な
ぜ
広
く
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
王
安
石
は
、
「
こ
の
経
は
多
く
帝
王
の
仏
に
事
え
て
請
問
せ
し
め
る

こ
と
を
談
ず
、
所
以
に
秘
蔵
し
て
世
に
聞
く
も
の
な
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。

宋
の
契
嵩
も
そ
の
『
伝
法
正
宗
記
』
第
一
で
、
「
枯
華
微
笑
」
の
話
に
触
れ
て
い
る
が
、
「
世
皆
是
れ
を
以
て
伝
授
の
実
と
為
す
。
然
る
に
此
れ

未
だ
始
め
よ
り
其
の
所
出
を
見
ず
。
五
日
れ
精
取
る
と
雄
も
亦
た
敢
え
て
果
た
し
て
以
て
審
と
為
さ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
、
同
様
に
疑
問
を
呈
し
て

い
る
。以

上
の
よ
う
な
事
柄
を
踏
ま
え
、
日
本
で
そ
れ
を
疑
問
視
す
る
者
も
お
り
、
江
戸
時
代
の
面
山
瑞
方
は
こ
の
話
を
「
妄
説
」
だ
と
批
判
し
て
い
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る
。
そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
『
禅
学
大
辞
典
』
の
「
大
党
天
王
問
仏
決
疑
経
」
項
の
解
説
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
も
の
は
二
巻
本
の

も
の
と
一
巻
本
の
も
の
と
の
こ
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
『
人
天
眼
目
』
の
記
述
に
よ
る
限
り
、
王
安
石
が
見
た

の
は
三
巻
本
の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
も
と
も
と
は
三
巻
本
の
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
『
大
発
天
王
問
仏
決
疑
経
』
の
成
立
や
「
拍
華
微
笑
]
の
話
の
真
偽
に
つ
い
て
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、

他
方
、
禅
宗
の
主
流
で
は
こ
の
「
拍
華
微
笑
」
の
話
を
基
本
的
に
実
際
に
行
わ
れ
た
話
と
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
禅
宗
の
歴
史
や

そ
の
思
想
的
根
拠
は
こ
の
「
枯
華
微
笑
」
の
話
に
基
づ
い
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
説
話
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
こ
の
説
話
に
出
て
く
る
花
が
蓮
花
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
蓮
花
が
禅
の
核
心
で
あ
る
「
正
法
眼
蔵
」
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
蓮
花
な
の
か
。
そ
し
て
、
蓮
花
が

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
、
仏
教
に
お
い
て
、
蓮
花
が
知
何
な
る
性
格
の
も
の
と

さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

仏
教
に
お
い
て
、
蓮
花
に
言
及
し
て
い
る
経
典
が
多
く
、
ま
た
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
よ
う
に
、
蓮
花
を
経
名
と
し
て
い
る
経
典
さ
え
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
と
く
に
禅
と
の
関
係
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
大
乗
経
典
で
あ
る
『
維
摩
経
』
の
み
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
維
摩
経
』
・
「
仏
道
品
」
で
は
、
蓮
花
に
つ
い
て
、
「
誓
え
ば
高
原
陸
地
に
蓮
花
生
ぜ
ず
、
卑
湿
添
泥
に
乃
ち
こ
の
花
を
生
、
ず
」
と
述
べ
て

い
る
。
蓮
花
が
高
原
・
陸
地
に
生
ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
濁
っ
て
い
る
泥
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
蓮
花
は
泥
の

中
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
。
泥
な
く
し
て
は
決
し
て
美
し
い
花
は
咲
か
な
い
。
泥
が
大
切
で
あ
り
、
泥
が
あ
っ
て
こ
そ

は
じ
め
て
咲
く
蓮
花
な
の
で
あ
る
。
「
添
泥
」
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
こ
と
か
ら
、
蓮
花
の
聖
潔
性
を
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

宗
教
学
の
言
う
「
聖
」
と
「
俗
」
の
概
念
を
用
い
て
言
う
な
ら
ば
、
蓮
花
が
こ
こ
で
は
聖
の
領
域
に
属
し
、
聖
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

門，.
A
吐

る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
外
、
『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
な
ど
に
お
い
て
も
、
蓮
花
に
関
す
る
言
説
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
『
維
摩
経
』
と
同
様
、

蓮
花
の
持
つ
象
徴
的
意
味
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
植
物
で
あ
る
蓮
花
が
禅
仏
教
の
最
高
真
理
で
あ
る
「
正
法
眼
蔵
」
そ
の
も
の
を
表
す
も
の
と
さ
れ
た
の
に
は
、
仏
教
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
蓮
花
が
最
高
の
境
地
・
最
高
の
真
理
を
象
徴
す
る
思
想
の
根
拠
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
仏
教
の
そ
う
し
た
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
単
な
る
花
で
は
な
く
、
蓮
花
と
特
定
し
た
点
か
ら
、
『
大
党
天
王
問
仏
決
疑
経
』
は
、
た
と
え
中
国
に

お
い
て
作
ら
れ
た
偽
経
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
一
般
の
大
乗
経
典
と
は
共
通
す
る
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
印
度
的
仏
教
の
匂
い
を
感

じ
さ
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
一
般
の
禅
僧
ら
が
こ
の
「
拾
華
微
笑
」
の
話
を
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
中
国
の
禅
文
献

の
中
で
、
「
拍
華
微
笑
」
の
話
に
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
序
』
や
『
無
門
関
』
、
『
人
天
眼
目
』
、
『
五
灯
会
元
』
、
『
仏

祖
統
記
』
、
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
、
『
釈
氏
稽
古
略
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
例
え
ば
『
禅
宗
頒
古
聯
珠
集
』
巻
五
第
五
に
は
、

西
天
初
祖
摩
詞
迦
葉
者
、
見
世
尊
在
霊
山
会
上
、
拍
起
一
枝
華
、
以
青
蓮
目
普
示
大
衆
、
百
寓
聖
賢
。
惟
迦
葉
破
顔
微
咲
。
世
尊
乃
日
、
吾

有
正
法
眼
蔵
浬
繋
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
解
脱
法
門
、
付
嘱
於
汝
、
汝
当
護
持
流
通
、
無
令
断
絶
(
『
記
続
蔵
経
』
一
一
五
巻
、
五
八

1

五
九
頁
)

と
あ
り
、
「
拍
華
微
笑
」
を
摩
詞
迦
葉
に
関
す
る
当
然
の
機
縁
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
は
、
仏
印
了
元
(
一

O
三
二

1
一
O
九
八
)
、

仏
慧
法
泉
(
生
卒
不
詳
)
、
白
雲
守
端
(
一

O
二
五

i
一
O
七
二
)
な
ど
、
宋
代
禅
林
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
と
も
言
え
る
三
十
六
名
の
禅
僧
ら
に
よ

る
偶
頒
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
枯
華
微
笑
」
の
話
の
関
心
度
の
一
端
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
禅
宗
史
上
、
私
は
、
唐
代
の
雲
居
道
麿

(
?
1
九
O
二
)
に
よ
る
以
下
の
よ
う
な
理
解
が
と
り
わ
け
興
味
を
ひ
く
も
の
と
考
え
て
い

る。
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「
荊
南
節
度
使
成
納
遣
大
将
入
山
送
供
、
問
日
、
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
、
如
何
是
世
尊
密
語
。
師
召
日
、
尚
書
、
其
人
応
諾
。
師
日
、

会
腰
、
日
、
不
会
。
師
日
、
汝
若
不
会
、
世
尊
密
語
、
汝
若
会
、
迦
葉
不
覆
蔵
」
(
『
伝
灯
録
』
巻
一
七
、
雲
居
道
麿
章
)



雲
居
が
尚
書
を
呼
べ
ば
、
尚
書
が
答
え
、
雲
居
が
会
す
る
か
と
問
え
ば
尚
書
が
不
会
と
答
え
る
。
雲
居
が
問
答
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
世
尊
の

「
枯
華
」
と
そ
れ
に
対
す
る
迦
葉
の
「
微
笑
」
の
真
意
を
読
み
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
間
と
答
の
聞
に
は
す
こ
し
の
思
量
や
分
別
も
見
ら
れ

な
い
。
真
実
の
仏
法
は
思
量
、
分
別
を
超
え
た
、
端
的
の
世
界
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

聖
な
る
も
の
の
象
徴
と
し
て
の
蓮
花
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
世
尊
の
「
拍
花
」
や
迦
葉
の
「
微
笑
」
と
い
う
身
体
的
行
為
に
注
目
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
仏
法
の
端
的
な
世
界
を
捉
え
よ
う
と
し
た
点
は
、
禅
思
想
の
中
で
革
新
的
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
雲
居
の
こ
の
よ
う
な

革
新
的
な
捉
え
方
を
「
非
蓮
花
現
象
」
と
呼
び
、
そ
れ
は
禅
の
自
立
で
あ
り
、
印
度
的
経
典
仏
教
か
ら
の
脱
皮
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

雲
居
の
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
が
、
禅
林
に
お
い
て
、
多
く
の
共
鳴
者
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
五
祖
法
演
が
雲
居
の
こ
の
問
答
を
参

じ
る
こ
と
に
よ
り
開
悟
し
た
と
さ
れ
て
い
る
点
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
注
目
す
べ
き
は
『
蓮
経
』
、
つ
ま
り
法
華
経
の
経
文
に
関
係
し
て

い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

宋
の
雪
賓
智
鑑
も
以
下
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
て
、
自
ら
の
理
解
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
。

世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
。
一
夜
落
花
雨
、
満
城
流
水
香
。

世
尊
の
「
密
語
」
が
迦
葉
に
よ
っ
て
す
べ
て
漏
ら
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
る
夜
落
花
に
雨
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
城
内
の
流
水
こ
と
ご
と
く
香
ば
し
と

い
う
有
様
で
あ
る
。
世
尊
が
蓮
花
を
拍
っ
て
示
そ
う
と
し
た
仏
法
の
世
界
は
迦
葉
の
「
微
笑
み
」
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
明
白
な
も
の
と
な
っ
た
こ

と
を
こ
の
よ
う
な
例
え
で
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

有
名
な
『
無
門
関
』
の
作
者
・
無
門
慧
開
も
以
下
の
よ
う
な
頒
を
作
っ
て
い
る
。

花
を
拾
起
し
来
っ
て
、
尾
巴
己
に
露
わ
る
。
迦
葉
破
顔
、
人
天
措
く
岡
し
。

「
尾
巴
巳
に
露
わ
る
」
と
は
、
仏
法
世
界
の
「
閃
き
」
を
意
味
し
、
そ
れ
は
透
明
で
端
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に

対
し
て
は
、
迦
葉
の
よ
う
に
微
笑
む
こ
と
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
上
、
も
は
や
手
が
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
を
用
い
て
、

何
か
を
語
ろ
う
と
す
る
こ
と
も
無
用
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
聖

禅
思
想
の
も
う
一
つ
の
流
れ
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と
俗
、
有
と
無
な
ど
の
よ
う
な
二
元
的
差
別
を
超
え
た
悟
り
の
世
界
だ
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
無
門
慧
開
も
雲
居
と
同
様
、
世

尊
と
迦
葉
の
身
体
的
行
為
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
来
の
よ
う
な
経
典
的
仏
教
に
見
ら
れ
る
蓮
花
の
象
徴
的
な
意
味
が
抹
消
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

道
元
も
そ
う
し
た
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
お
り
、
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
「
密
語
」
と
い
う
巻
を
わ
ざ
わ
ざ
設
け
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈

し
て
い
る
。

い
ま
の
道
取
す
る
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
は
四
十
六
仏
の
相
承
と
い
え
ど
も
、
四
十
六
代
の
本
来
面
目
と
し
て
匪
従
人
得
な
り
、
不
従

外
来
な
り
、
不
是
本
得
な
り
、
未
嘗
新
条
な
り
(
『
正
法
眼
蔵
』
・
「
密
語
」
巻
)

道
元
に
よ
れ
ば
、
世
尊
よ
り
四
十
六
代
の
仏
祖
で
あ
る
雲
居
が
「
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
」
に
対
し
て
示
し
た
世
界
は
、
決
し
て
人
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
外
よ
り
来
る
も
の
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
こ
の
身
に
備
わ
る
も
の
で
も
な
く
、
あ
る
と
き

新
た
に
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
。

で
は
如
何
に
し
て
そ
れ
が
得
ら
れ
る
の
か
。
「
人
に
あ
ふ
時
節
、
ま
さ
に
密
語
を
き
き
、
密
語
を
と
く
」
の
だ
と
道
元
は
指
摘
す
る
。
道
元
は

「
人
に
あ
ふ
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
尊
と
迦
葉
に
お
け
る
「
枯
華
微
笑
」
は
「
人
に
あ
ふ
時
節
」
に
お
い
て
は
じ
め

て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
「
世
尊
有
密
語
、
迦
葉
不
覆
蔵
」
に
関
す
る
雲
居
と
尚
書
の
問
答
も
同
様
、
「
人
に
あ
ふ
時
節
」
に
お
い
て
行
う
こ

と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

n
H
u
 

p
h
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「
人
に
あ
ふ
時
節
」
を
、
道
元
の
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
面
授
」
で
あ
ろ
う
。
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
「
面
授
」
と
い
う
巻
が
あ
り
、
「
拍
華
微

笑
」
の
話
が
中
心
で
あ
り
、
巻
の
最
後
で
は
以
下
の
よ
う
な
文
章
で
結
ん
で
い
る
。

釈
迦
牟
尼
仏
、
か
た
じ
け
な
く
迦
葉
尊
者
に
付
属
面
授
す
る
に
い
は
く
、
五
口
有
正
法
眼
蔵
、
付
属
摩
詞
迦
葉
と
あ
り
。
嵩
山
会
上
に
は
、
菩

提
達
磨
尊
者
ま
さ
し
く
二
祖
に
し
め
し
て
い
は
く
、
汝
得
吾
髄
。

は
か
り
し
り
ぬ
、
正
法
眼
蔵
を
面
授
し
、
汝
得
吾
髄
の
面
授
な
る
は
、
た
だ
こ
の
面
授
の
み
な
り
。
こ
の
正
当
態
度
時
、
な
ん
じ
が
ひ
ご
ろ

の
骨
髄
を
透
脱
す
る
と
き
、
仏
祖
面
授
あ
り
。
大
悟
を
面
授
し
、
心
印
を
面
授
す
る
も
、
一
隅
の
特
地
な
り
。
伝
尽
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、



い
ま
だ
欠
悟
の
道
理
を
参
究
せ
ず
。

お
ほ
よ
そ
仏
道
大
道
は
、
唯
面
授
面
受
、
受
面
授
面
の
み
な
り
。
さ
ら
に
剰
法
あ
ら
ず
、
膳
欠
あ
ら
ず
。
こ
の
面
授
の
あ
ふ
に
あ
へ
る
自
己

の
面
白
を
も
、
随
喜
歓
喜
、
信
受
奉
行
す
べ
き
な
り
。

道
元
、
大
宋
宝
慶
元
年
乙
酉
五
月
一
目
、
は
じ
め
て
先
師
天
童
古
仏
を
礼
拝
面
授
す
。
や
や
堂
奥
を
聴
許
せ
ら
る
。
わ
づ
か
に
身
心
を
脱
落

す
る
に
、
面
授
を
保
任
す
る
こ
と
あ
り
て
、
日
本
国
に
本
来
せ
り
。

道
元
は
こ
こ
で
、
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
摩
詞
迦
葉
へ
の
「
付
法
」
を
、
「
拾
華
微
笑
」
で
は
な
く
、
「
付
属
面
授
」
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

仏
祖
の
大
道
が
「
唯
面
授
面
受
、
受
面
授
面
の
み
な
り
」
と
強
調
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
言
説
な
ど
か
ら
、
道
元
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
仏
法
の
本
来
面
白
は
「
人
に
あ
ふ
時
節
」
に
あ
る
と
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
面
授
」
を
強
調
す
る
立
場
に
立
つ
も
の

で
あ
る
。
道
元
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
蓮
花
の
持
つ
象
徴
性
が
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
道
元
が
そ
の
著
で
し
ば
し
ば
「
枯
華
微
笑
」
に
言
及
す
る
が
、
世
尊
が
拾
っ
た
花
を
「
蓮
花
」
で
は
な
く
、
優
曇
花
と

捉
え
て
い
る
点
も
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

①
霊
山
百
万
衆
前
、
世
尊
枯
優
曇
華
瞬
目
。
子
時
摩
詞
迦
葉
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、
我
有
正
法
眼
蔵
浬
繋
妙
心
、
附
嘱
摩
詞
迦
葉
(
『
正

法
眼
蔵
』
・
「
優
曇
華
」
巻
)

②
世
尊
、
霊
山
百
万
衆
前
、
拍
優
曇
華
瞬
目
、
衆
皆
黙
然
。
唯
迦
葉
尊
者
、
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
、
吾
有
正
法
眼
蔵
、
浬
繋
妙
心
、
並
以

僧
伽
梨
衣
、
付
属
摩
詞
迦
葉
(
『
正
法
眼
蔵
』
・
「
仏
道
」
巻
)

③
爾
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
西
天
竺
国
霊
山
会
上
、
百
万
衆
中
、
枯
優
曇
華
瞬
目
。
於
時
摩
詞
迦
葉
尊
者
、
破
顔
微
笑
。
釈
迦
牟
尼
仏
言
、

吾
有
正
法
眼
蔵
、
浬
繋
妙
心
、
付
属
摩
詞
迦
葉
(
『
正
法
眼
蔵
』
・
「
面
授
」
巻
)

と
あ
る
の
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
詳
細
に
調
べ
た
こ
と
が
な
い
が
、
「
拍
華
微
笑
」
の
時
の
華
を
「
優
曇
華
」
と
捉
え
た
の
は
、
禅
宗
の
歴
史
上
、

恐
ら
く
道
元
が
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
、
「
優
曇
華
」
巻
を
撰
述
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
独
自
の
理
解
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
。
蓮
華
で
は
な
く
、
「
優
曇
華
」
を
強
調
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

戸
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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
優
曇
華
」

(
E
Z
E
σ
R
ω
)
と
は
、
「
霊
瑞
華
」
、
「
瑞
応
華
」
な
ど
と
も
訳
さ
れ
、
三
千
年
に
一
度
開
く
花
と
さ

れ
て
い
る
。
伝
説
上
の
花
で
あ
り
、
極
め
て
稀
れ
な
こ
と
、
優
れ
た
こ
と
の
起
こ
る
誓
え
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
道
元
が
敢
え
て
そ
れ

を
用
い
て
「
拍
華
微
笑
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
「
優
曇
華
」
巻
の
結
び
に
、

先
師
天
童
古
仏
云
、
霊
雲
見
処
桃
華
開
、
天
童
見
処
桃
華
落
。
し
る
べ
し
、
桃
華
聞
は
霊
雲
の
見
処
な
り
、
直
至
知
今
更
不
疑
な
り
。
桃
華

落
は
天
童
の
見
処
な
り
。
桃
華
の
ひ
ら
く
る
は
、
春
の
か
ぜ
に
も
よ
ほ
さ
れ
、
桃
華
の
お
つ
る
は
、
春
の
か
ぜ
に
に
く
ま
る
。
た
と
ひ
春
風

ふ
か
く
桃
華
を
に
く
む
と
も
、
桃
華
お
ち
て
身
心
脱
落
せ
ん
。

と
あ
る
。
霊
雲
志
勤
と
天
童
如
浄
が
そ
れ
ぞ
れ
桃
華
の
「
開
く
」
や
「
落
ち
る
」
に
よ
っ
て
悟
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
解
釈
が
詩

的
で
あ
り
、
「
催
さ
れ
る
」
、
「
憎
ま
れ
る
」
と
の
表
現
か
ら
推
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
然
に
感
情
作
用
を
介
在
さ
せ
、
桃
華
を
主
体
的
に
捉
え
よ
う

と
す
る
道
元
自
身
の
考
え
が
読
み
と
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
道
元
に
お
い
て
も
、
同
様
に
「
非
蓮
華
現
象
」
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
『
法
華
経
』
に
共
鳴
し
、
天
台
思
想
の
影
響
を

か
な
り
受
け
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
道
元
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
す
こ
し
意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
、
そ
れ
が
む
し
ろ
当
然
だ

と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
道
元
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
非
蓮
花
現
象
」
が
道
元
禅
そ
の
も
の
の
自
立
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
例
え
ば
、

雪
裏
梅
華
は
一
現
の
曇
華
な
り
。
ひ
ご
ろ
は
い
く
め
ぐ
り
か
我
仏
知
来
の
正
法
眼
晴
を
拝
見
し
な
が
ら
、
い
た
づ
ら
に
瞬
目
を
嵯
過
し
て
破

顔
せ
ざ
る
。
市
今
す
で
に
雪
裏
の
梅
華
ま
さ
し
く
知
来
の
正
法
眼
蔵
な
り
と
正
伝
し
、
承
当
す
。
こ
れ
を
枯
じ
て
頂
門
眼
と
し
、
眼
中
晴
と

す
。
さ
ら
に
梅
華
裏
に
参
到
し
て
梅
華
を
究
尽
す
る
に
、
さ
ら
に
疑
著
す
べ
き
因
縁
い
ま
だ
き
た
ら
ず
。
こ
れ
す
で
に
天
上
天
下
唯
我
独
尊

の
眼
晴
な
り
、
法
界
中
尊
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
天
上
の
天
華
、
人
間
の
天
華
、
天
雨
蔓
陀
羅
華
、
摩
詞
蔓
陀
羅
華
、
昌
文
殊
沙
華
、

摩
詞
園
田
文
殊
華
、
お
よ
び
十
方
無
尽
国
土
の
諸
華
は
、
み
な
雪
裏
梅
華
の
巻
属
な
り
。
梅
華
の
恩
徳
分
を
う
け
て
華
開
せ
る
が
ゆ
え
に
。
百
億

華
は
梅
華
の
審
属
な
り
、
小
梅
華
と
称
す
べ
し
。
乃
至
空
華
、
地
華
、
三
昧
華
等
、
と
も
に
梅
華
の
大
小
の
春
属
群
華
な
り
。
華
裏
に
百
億

国
土
を
な
す
、
国
土
に
開
華
せ
る
、
み
な
こ
の
梅
華
の
恩
分
な
り
(
『
正
法
眼
蔵
』
「
梅
花
」
巻
)
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と
あ
る
よ
う
に
、
道
元
が
そ
の
師
如
浄
を
通
じ
て
、
梅
華
を
強
調
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
己
の
禅
の
特
徴
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
道
元
に
お
い
て
は
、
花
と
言
え
ば
、
梅
華
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
道
元
の
師
如
浄
に
は
梅
華
に
関
す
る
発
言
が
確
か
に
多
く
、
如

浄
が
梅
花
に
特
別
な
思
い
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
天
童
見
処
桃
華
落
」
と
如
浄
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
如
浄
に
お
い
て
は
、

花
と
言
え
ば
、
「
桃
華
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
人
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
「
桃
花
源
」
(
「
桃
源
郷
」
)
の
観
念
や
感
覚
を
反
映
し
て
い
る

と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

結
び
に
代
え
て

禅
の
目
的
は
悟
り
の
体
験
に
あ
る
。
悟
り
の
世
界
を
表
現
す
る
た
め
に
、
禅
で
は
、
言
語
問
答
は
も
ち
ろ
ん
、
揚
眉
、
瞬
目
、
弾
指
、
微
笑
、

棒
喝
な
ど
の
身
体
的
表
現
や
柱
杖
、
払
子
、
円
相
、
袈
裟
、
図
面
、
花
鳥
、
山
水
な
ど
、
様
々
な
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
理
論
や
観
念
、
思
量
、

分
析
で
は
な
く
、
象
徴
や
比
輪
、
体
験
、
直
観
を
強
調
す
る
こ
と
が
禅
の
特
徴
の
よ
う
で
あ
る
。

禅
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
象
徴
物
に
つ
い
て
、
禅
宗
そ
の
も
の
の
中
で
、
優
先
・
強
調
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
そ
れ
ら
は
突
知
と
し
て
現
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
禅
の
思
想
の
流
れ
と
共
に
次
第
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

い
ず
れ
に
せ
よ
、
禅
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が
多
様
な
意
味
体
系
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
お
り
、
禅
の
象
徴
体
系
と
呼
ん
で
良

円ベ
U

回

hu

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

か
ろ
う
。

本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
禅
の
そ
う
し
た
象
徴
体
系
の
中
で
花
に
つ
い
て
の
用
例
が
多
く
、
特
に
世
尊
と
摩
詞
迦
葉
と
の
聞
に
行
わ
れ
た
と

さ
れ
る
「
拍
華
微
笑
」
の
話
が
有
名
で
あ
り
、
第
一
祖
菩
提
達
磨
か
ら
第
五
祖
弘
忍
ま
で
歴
代
諸
祖
の
聞
に
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
伝

法
偶
」
も
同
様
に
す
べ
て
花
を
話
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
一
花
開
五
葉
」
、
「
花
開
世
界
起
」
な
ど
の
表
現
の
意
味
の
よ
う
に
、
禅
の
歴
史

は
花
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
道
元
も
花
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
、
花
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
禅
の
話
題
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
独
自
の
理
解
や
解
釈
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
「
花
は
愛

着
に
ち
り
、
草
は
棄
嫌
に
お
ふ
」
が
道
元
の
名
句
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

禅
思
想
の
も
う
一
つ
の
流
れ



何

燕
生

す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、
禅
に
お
い
て
、
花
が
こ
の
よ
う
に
重
要
視
さ
れ
て
き
た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
花

が
単
な
る
植
物
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
植
物
と
し
て
の
意
味
を
超
え
、
禅
が
求
め
よ
う
と
す
る
悟
り
の
世
界
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と

見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
禅
の
象
徴
体
系
に
お
い
て
、
花
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
は
仏
教
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
「
拍
華
微
笑
」
の
話
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
後
に
な
っ
て
中
国
に
お
い
て
作
ら
れ
た
話
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、

花
の
象
徴
的
意
味
を
強
調
し
て
い
る
点
で
は
、
な
お
経
典
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
『
大
発
天
王
問
仏
決
疑
経
』
が
「
拍
華
微
笑
」
の
場
合
の

花
を
蓮
花
と
特
定
し
た
こ
と
も
、
同
様
に
経
典
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
雲
居
に
な
る
と
、
様
子
が
一
変
し
た
。
彼
は
「
拍
華
微
笑
」
の
話
に
つ
い
て
、
世
尊
と
迦
葉
に
お
け
る
身
体
的
行
為
に
着
目

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
雲
居
に
お
け
る
「
非
蓮
花
現
象
」
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
雲
居
一
派
の
禅
の
自
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
、
経
験
的
仏
教
理
解
の
例
と
称
し
た
い
。
桃
花
を
見
て
悟
っ
た
と
さ
れ
る
霊
雲
志
勤
(
生
卒
不
詳
、
唐
代
の
人
)
の
話
や
「
雪
里
梅
花
」
を

詠
っ
た
知
浄
の
思
想
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
道
元
の
理
解
な
ど
も
、
基
本
的
に
同
様
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
こ
で
言
う
「
非
蓮
花
現
象
」
は
、
す
な
わ
ち
花
そ
の
も
の
へ
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓮
花
だ
け
で
は
な
く
、
蓮
花
以
外

の
花
や
事
柄
か
ら
仏
法
世
界
を
体
得
し
、
そ
れ
ら
の
象
徴
的
意
味
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
思
想
的
動
向
が
禅
の
歴
史
上
に
お
い
て
確
か
に
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
ら
が
実
は
禅
思
想
の
全
体
の
中
で
重
要
な
流
れ
を
な
し
て
お
り
、
道
元
が
他
な
ら
ぬ
こ
の
流
れ
に
位
置
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
よ
う
。
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※
本
稿
は
中
国
の
「
国
家
哲
学
社
会
科
学
創
新
基
地
九
八
五
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
研
究
課
題
「
中
日
仏
教
交
流
史
上
的
道
元
一

一
種
思
想
史
的
考
察
」
」
の
一
部
で
あ
る
。



注

(
1
)

本
稿
の
一
部
を
日
本
悌
教
学
会
二

0
0年
度
学
術
大
会
で
発
表
し
た
こ
と
が
あ
り
、
発
表
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
印
度
学
仏
教
学
デ
l
タ
ペ

l

ス
」
を
検
索
し
て
み
た
ら
、
石
井
修
道
「
枯
華
微
笑
の
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
平
井
俊
柴
博
士
古
稀
記
念
論
集
・
三
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
、

春
秋
社
、
二

O
O
O年
)
を
知
っ
た
。
そ
の
後
、
愛
知
学
院
大
学
教
授
伊
藤
秀
憲
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
論
文
の
コ
ピ

l
を
送
付
頂
い
た
。
本
稿

と
は
視
点
こ
そ
異
な
る
が
、
「
枯
華
微
笑
」
の
話
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
経
緯
そ
の
も
の
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
石
井
氏
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
「
拍
華
微
笑
」
の
話
が
存
在
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
雲
居
道
膚
の
「
世
尊
有
密
語
、

迦
葉
不
曾
蔵
」
が
明
ら
か
に
「
枯
華
微
笑
」
を
話
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)

初
祖
達
磨
、
「
吾
本
来
葱
土
、
伝
法
救
迷
情
。
一
花
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
」
(
『
指
月
録
』
巻
四
、
『
市
続
蔵
経
』

二
祖
慧
可
、
「
本
来
縁
有
地
、
因
地
種
花
生
。
本
来
無
有
種
、
花
亦
不
曾
生
」
(
同
右
、
八
六
頁
上
)
。

三
祖
僧
燦
、
「
花
種
雄
因
地
、
従
地
種
花
生
。
若
無
人
下
種
、
花
地
尽
無
生
」
(
同
右
、
八
七
頁
上
)
。

四
祖
道
信
、
「
花
種
有
生
性
、
園
地
花
生
生
。
大
縁
与
性
合
、
当
生
生
不
生
」
(
同
右
、
九

O
頁)。

五
祖
弘
忍
、
「
有
情
来
下
種
、
園
地
果
還
生
。
無
情
既
無
種
、
無
性
亦
無
生
」
(
同
右
、
九
一
頁
)
。

禅
思
想
の
も
う
一
つ
の
流
れ

一
四
三
巻
、

八
四
頁
下
)
。
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禅思想的男一小流派

一一以道元対“拍花微笑"故事的理解方向題的汁沿一一
何

何燕生 (HeYansheng) 燕
生

"11占花微笑"作方禅宗成立的故事，在イ弗教，尤其是在禅宗中特別有名。可以悦，“拍

花微笑"的故事，是禅思想的胎劫，成方禅思想、友展的基本基調。因此，厨代余多禅僧国

境此“拍花微笑"的侍洗遊行了各科解秤，成方禅宗的一小重要公案。

然而，焼有趣味的是，当我イi'J考察法些禅僧fi'J的解秤，対官ffJ遊行比較分析吋，使友

現閏焼此“拍花微笑"故事，有両神完全相反的思想流派，市道元則赴在与以往我イi'J所理

解的流派完全相昇的“男一粋流派"之中。

治文弘7g，悌教特別強調花的象征意文，“拍花微笑"故事昆是“中国制造"，但官強

調蓮花的象征性意文，逗与其他大乗悌教基本相同，井未擢脱“径典イ弗教"的特続。即便

是被推上径典宝座， i式圏享有一般大乗経典叔威的《大発天王向悌決疑径>>，特“拍花微笑"

的花特定方“蓮花"，可以況同祥帯有“径典f弗教"的味道。与此相対，唐代禅宗的云居道

膚則汗始尖注此“拍花微笑"故事中世尊的“枯"与迦叶的“笑"等“身体行方"。筆者称

此方云居道膚的“非蓮花現象"，主人方法意味着云居一派的自立，可以視方“体強{弗教"的

思想流派。見桃花而悟道的英云志勤的思想，費収“雪里梅花"的天童如浄禅師的思想以

及道元的思想，可以説基本上也是属子迭一思想流派。

本治文所説的“非蓮花現象"，井不是指対蓮花的否定，而是指i式圏在蓮花之タ卜的桃花

或者梅花以及其他事物中体悟悌法世界，強調1?:fi'J的象征意文的思想劫向:可以承主人，在

禅宗史上速神思想劫向的萌存在，官在整小禅思想、中拘成了一十重要的流派，道元就赴在

法一流派之中。
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